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（ア）福祉・介護に対する世代横断的理解促進事業企画委員会の設置

Ⅰ.事業報告

企画委員メンバー

事業者団体

加藤 忠相氏
あおいけあ代表

1974年生まれ。東北福祉大学社会福祉学部社会教育学科卒業。大学卒業後に横浜の特別養護

老人ホームに就職。介護現場の現実にショックを受け、3年後退職し平成13年、２５歳で株式

会社あおいけあを設立。「グループホーム結」「デイサービスいどばた」の営業をはじめる。

平成19年より小規模多機能型居宅介護「おたがいさん」を開始。平成24年11月に「かながわ

福祉サービス大賞～福祉の未来を拓く先進事例発表会～」において大賞を受賞。平成25年10

月よりデイサービスを小規模サテライト事業に切り替える。2017年公開映画『ケアニン～あ

なたでよかった』のモデル事業所。著作『あおいけあ流介護の世界』出版。Ageing Asia

Global Ageing Influencer 2019（アジア太平洋地域の高齢化に影響を与えている最も影響力

のある指導者）に選ばれる

高瀬 比左子氏
NPO法人未来をつくるkaigoカフェ代表理事

介護福祉士・社会福祉士・介護支援専門員。大学卒業後、一般企業を経て、訪問介護事業所立

ち上げや施設での現場経験ののち、ケアマネジャーとして勤務。自らの対話力不足や介護現場

での対話の必要性を感じ、平成24年より介護職やケアに関わるもの同士が立場や役職に関係

なくフラットに対話できる場として「未来をつくるkaigoカフェ」をスタート。介護関係者の

みならず多職種を交えた活動にはこれまで８000人以上が参加。全国でも最大規模で、介護コ

ミュニティの元祖ともいえる存在。通常のカフェ開催の他、小中高への出張カフェ、一般企業

や専門学校などでのキャリアアップ勉強会や講演、カフェ型の対話の場づくりができる人材を

育成するカフェファシリテーター講座の開催を通じて地域でのカフェ設立支援も行う。カフェ

ファシリテーターは全国に600人以上、ファシリテーターが立ち上げたカフェは50以上に上

る。

あ

職能・教育団体

ジャーナリスト

町 亞聖氏
フリーアナウンサー・ジャーナリスト

在宅医療カレッジ学長

1995年、日本テレビに入社。子供のころから憧れていたアナウンサーとしてスポーツ、天気、

クラッシック、ニュースなど、様々な番組を約5年間担当。その後活動の場を報道に移し、報

道キャスター・記者としての経験を10年間積む。compassionate community、dementia

friendly community等を手がかりに、より人間的で持続可能なケアと地域づくりに向けた移

行の支援及び加速に取組み、社会保障審議会・介護給付費分科会及び福祉部会、政策評価審議

会、地域包括ケア研究会、地域共生社会研究会等において委員を務める。日経ウーマン・オ

ブ・ザ・イヤー2015リーダー部門入賞。

学識有識者

堀田聡子氏
慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科教授・研究科委員

京都大学法学部卒業後、東京大学社会科学研究所特任准教授、ユトレヒト大学訪問教授等を経

て慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科教授（医学部・ウェルビーイングリサーチセン

ター兼担、認知症未来共創ハブ代表）。博士（国際公共政策）。compassionate community、

dementia friendly community等を手がかりに、より人間的で持続可能なケアと地域づくり

に向けた移行の支援及び加速に取組み、社会保障審議会・介護給付費分科会及び福祉部会、政

策評価審議会、地域包括ケア研究会、地域共生社会研究会等において委員を務める。日経ウー

マン・オブ・ザ・イヤー2015リーダー部門入賞。
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（ア）福祉・介護に対する世代横断的理解促進事業企画委員会の設置

Ⅰ.事業報告

第１回企画委員会【事業実施前】

主な議題

• 朝日新聞社より「介護の仕事に関する世代横断的理解促進事業」の概要説明

• プロジェクトのターゲットと目標設定について

• プラットフォーム構築について

• 世代別メディアのコンテンツ案(取材対象者や登壇者)について

• 事業の軸の設定について・多言語展開（海外展開）について

開催日時 2019年9月2日（月）10時00分～12時00分 朝日新聞社

企画委員出席者

• 堀田聰子氏（慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科教授）
• 町亜聖氏（アナウンサー）
• 高瀬比佐子氏（未来をつくるkaigoカフェ代表）
＊加藤忠相氏は都合により欠席
＊高島太士氏（ドキュメンタリスト）がオブザーバーとして参加

朝日新聞参加者 吉田、北原、堀籠、神出、安達、武田、門

第２回企画委員会【事業実施中】

主な議題

• 朝日新聞社より事業進捗報告

• 主に①世代別メディア②新聞広告③BS朝日番組④Reライフフェスティバル等

⑤プラットフォーム「ふくしかいご.jp」について報告

• 効果検証手法について意見交換

• 今期事業の反省と今後の展望について意見交換

開催日時 2020年2月7日14時00分～16時00分 朝日新聞社

企画委員出席者
• 町亜聖氏（アナウンサー）
• 高瀬比佐子氏（未来をつくるkaigoカフェ代表）
＊堀田聰子氏、加藤忠相氏は都合により通信手段を通した助言・質疑

第３回企画委員会【事業実施後】

主な議題

• 今期事業の報告について

開催日時
2020年３月31日
※新型コロナウイルスの状況を踏まえてメールにて進捗を報告
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（イ）広報媒体の作成、配信

Ⅰ.事業報告

インターネット媒体

プロジェクトWEBサイト「KAI-GO!」

本事業で展開する世代別webメディアの記事、新聞広告の全文版などの集約を目

的に作成。日本語ページでは25コンテンツを掲載している。海外発信を目的に、

一部コンテンツは英語、インドネシア語、タガログ語、ベトナム語の５言語に翻

訳した。

（１）プロジェクトWEBサイト

ページビュー数 ユーザー数
平均ページ滞在時間（秒）

desktop mobile tablet

21,220 14,506 206.53 105.08 106.09

※多言語ページを含む
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（イ）広報媒体の作成、配信

Ⅰ.事業報告

インターネット媒体 世代別メディア ①telling,

介護の未来を担うミレニアル世代
の本音を語る座談会！
介護職を通して見えた、目指した
い生き方と働き方、そして日本の
姿

介護の未来を担う20～30代の女性の生
き方に迫る、座談会を開催。ファシリ
テーターは、 「NPO法人 未来をつく
るkaigoカフェ」代表、高瀬比左子さ
ん。
家族の反対を押し切り就職、他業種か
ら転職、パラレルワークで介護に携わ
るなど、働くきっかけやかたちも、
様々な彼女たち。
実際に働いていく中で、介護＝医療と
いうイメージが変わり、要介護でも、
ありのままの自分で幸せに生活してい
けることが、介護の目指すところであ
ると感じたという。
そんな彼女たちの目標は、多様な働き
方がある介護の現場から「歳をとるの
がすごく楽しい」と思える国に変えて
いくこと。この目標を通じて、介護の
仕事の奥の深さや、やりがいを再発見
させられる。

ページビュー数 ユーザー数
平均ページ滞在時間（秒）

desktop mobile tablet

20,939 18,957 214 154 164
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（イ）広報媒体の作成、配信

Ⅰ.事業報告

インターネット媒体 世代別メディア ②４years. 

ページビュー数 ユーザー数
平均ページ滞在時間（秒）

desktop mobile tablet

20,707 18,647 182 99 73

理学療法士の知見からパラアス
リートを支える道
【首都大学東京・准教授（理学療
法士）信太奈美】

パラリンピックの花形競技、車いすバ
スケットボール。その試合に魅せられ、
パラスポーツのサポートを続けてきた、
信太奈美さん。
理学療法士として、様々な障がい者ス
ポーツのサポートを続ける中、「なぜ
日本はこんなにも障がい者スポーツが
浸透しにくいのだろう」という厚い壁
に突き当たり、大学准教授への転身を
果たした。
東京2020大会が決定し、障がい者ス
ポーツに対する風向きが変わる一方、
重度の障がいをもつ人や高齢の方など
「誰もが日常的に運動を楽しめる社
会」にはなっていないと感じるそう。
「介護や障がい者の支援も同じ、いろ
いろなことを、もっと身近に、もっと
普通にと願う。障がい者スポーツが、
新しい楽しみとして、過剰なマイナス
感もプラス感もなく、ごく身近な普通
のものとして受け入れられる日が来る
ことを心待ちにしている」と語った。
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（イ）広報媒体の作成、配信

Ⅰ.事業報告

インターネット媒体 世代別メディア ③ WORKO！

ページビュー数 ユーザー数
平均ページ滞在時間（秒）

desktop mobile tablet

31,198 28,194 256.51 202.56 217.72

子どもと一緒に働く！
介護業界で注目される、新しい働
き方

子連れ勤務をする、ふたりのワーキン
グ・ママのインタビューから、介護の
仕事現場を伝える。
ふたりは共通して、「職場＝わが家」
だと語った。
実母が勤務していたことをきっかけに
「あおいけあ」で働く、椎名さんは、
子供と一緒に働くことが利用者の笑顔
につながり、また、見て自然と学ぶ環
境が子供の教育につながると感じてい
るそう。
また、ユースタイルラボラトリーが運
営する「デイサービス土屋若宮事業
所」に勤務する道ノ下さんは、利用者
は身内と感じているため苦に思うこと
は何もない、また、子どもたちが目の
届くところにいるという安心感から、
しばらくこのスタイルで働き続けたい
と語った。
その場にいる全員でサポートし合い、
介護職をしながら子育てをするダブル
ケアの働き方が、現代社会の中で求め
られているようだ。
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（イ）広報媒体の作成、配信

Ⅰ.事業報告

インターネット媒体 世代別メディア ④＆M

福祉への恩返し
障害者支援施設の若きヒーロー

京都府と大阪府に38の事業所がある、
社会福祉法人・南山城学園。その中の
ひとつ、知的障害者が「地域で働きな
がら暮らすこと」を目指し入所する障
害者支援施設 魁の副施設長・佐藤走
野さんにお話を伺った。
佐藤さんは、全国社会福祉法人経営者
協議会が企画し、熱意を持った社会福
祉法人の若手職員を表彰する「社会福
祉ヒーローズ」賞に選ばれている。
児童養護施設で育ち、「ここまで自分
を支えてくれた福祉に恩返しがした
い」と福祉の道へ進んだ佐藤さん。今
後の目標として、積極的な情報発信に
より、地域とのつながりを増やし、福
祉のイメージを変えたい、そして、
「福祉の仕事をしたい」と思ってくれ
る人が増えていくことを願っています
と、語った。

ページビュー数 ユーザー数
平均ページ滞在時間（秒）

desktop mobile tablet

24,014 18,781 292.75 252.69 236.66
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（イ）広報媒体の作成、配信

Ⅰ.事業報告

インターネット媒体 世代別メディア ⑤なかまぁる

閉ざされがちな介護業界を変えて
いく、注目の働き方「パラレル
キャリア」とは？

閉ざされがちな介護業界を変えていく、
注目の働き方「パラレルキャリア」と
は？
パラレルキャリアというスタイルに着
目する、「未来をつくるkaigoカ
フェ」主宰 高瀬比左子さんと、NPO法
人「二枚目の名刺」主宰 廣優樹さんに、
介護の多様性とパラレルキャリアで広
がる可能性について伺う。
超高齢社会において、すべての分野と
コラボできる、介護。
おふたりは、「介護×〇〇」という新
たな掛け合わせから、介護の課題を解
決する取り組みや、新しいものを取り
込む努力が求められていると語る。
「介護は、地域の困りごとを解決する
こと。専門知識を持つ人たちが、安心
して暮らせる地域づくりに役立てるは
ずである。
外の世界とつながっていける専門職を
増やす後押しができたら」と、おふた
りは語った。

ページビュー数 ユーザー数
平均ページ滞在時間（秒）

desktop mobile tablet

21,596 17,879 189 96 107
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（イ）広報媒体の作成、配信

Ⅰ.事業報告

インターネット媒体 世代別メディア ⑤なかまぁる

スポンサー記事だけでなく9本の編集記事も掲載。Yahoo！、スマートニュース、

LINEニュース等の外部メディアにも配信を実施。

記事タイトル 掲載期間
ページ

ビュー数
ユーザー

数

平均ペー
ジ滞在時
間（秒）

yahoo
スマート
ニュース

LINE

歌って踊る、謎の赤ジャケ
集団。伝えたいのは「特別
じゃない。普通の仕事」

2019/12/27
~2020/3/31

1,459 2,551 130.4 4,011 33 1

住み慣れた街で最期まで生
きる。自立を支える地域と

介護のあり方を追求

2019/12/29
~2020/3/31

808 716 211.6 19,951 647 32

介護×ラップのQOL かっ
こつけじゃない僕たちのリ

アルを音に乗せる

2020/1/3~
2020/3/31

695 587 171.4 11,424 180 4

介護と美容「いくつになっ
てもきれいでいたい」と

「働きたい」を繋ぐ

2020/1/10~
2020/3/31

1,373 1,242 197.8 4,101 682 9

介護福祉士で漫画家でアー
トワーカー。ありのままの
私で生きようと思える仕事

2020/1/19~
2020/3/31

2,833 2,551 156.6 6,883 452 155
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（イ）広報媒体の作成、配信

Ⅰ.事業報告

インターネット媒体 世代別メディア ⑤なかまぁる

スポンサー記事だけでなく9本の編集記事も掲載。Yahoo！、スマートニュース、

LINEニュース等の外部メディアにも配信を実施。

記事タイトル 掲載期間
ページ

ビュー数
ユーザー

数

平均ペー
ジ滞在時
間（秒）

yahoo
スマート
ニュース

LINE

若年性認知症の母が、私の
使命をくれた。フリーアナ

ウンサー岩佐まりさん

2020/2/8~2
020/3/31

18,317 18,878 192.5 58,349 5,211 15,619

嚥下難しくてもフルコー
ス！シェフが守る、高齢者
の、みんなの「食べる自

由」

2020/3/25~
2020/3/31

324 275 178.9 2,946 100 17

ここがヘンだよ、介護施
設？！介護の若手×丹野智

文さん座談会・前編

2020/3/29~
2020/3/31

855 697 315.8 3,667 2,528 27

利用者は「お客さま」？
「友だち」？介護の若手×
丹野智文さん座談会・後編

2020/3/29~
2020/3/31

501 424 252.2 2,451 591 789

合計 27,165 27,921 1807.3 113,783 10,424 16,653
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（イ）広報媒体の作成、配信

Ⅰ.事業報告

インターネット媒体 世代別メディア ⑥Reライフ.net

50歳で介護業界に転身
プロが語る「介護の魅力」とは

70歳になった今も介護業界で活躍する
片岡みどりさんに「介護の魅力」を伺
う。
高齢者事業にアンテナを張っておいた
ほうがいいと勧められ、異業種から50
歳で介護業界へ転身し、入社後5年で
取締役に就任。さらに、出身の北海道
から首都圏へ移住し転職するなど、そ
のキャリアステップは見事なもの。
「生きていくためならば、どんなこと
でもするつもり入った介護業界で、長
く働けるかもしれないとも思った。こ
うしていまだに現役で働けているのは
ラッキーだったかもしれない。」と
語った。
2020年も転職などチャレンジは続く。
「ありがとうと感謝されることがモチ
ベーションの原点。新しいチャレンジ
は、理念に共感できる環境のもとで、
夢を叶えたい。どんなことができるの
か、いまから楽しみにしている」と締
めくくった。

ページビュー数 ユーザー数
平均ページ滞在時間（秒）

desktop mobile tablet

28,321 23,174 167.72 120.11 129.24
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（イ）広報媒体の作成、配信

Ⅰ.事業報告

動画「それが、介護という仕事。」

動画「That‘s the job of a caregiver.」

インターネット媒体 2．動画啓発

再生回数117,753回

再生回数163,322 回

啓発動画の作成

特別養子縁組制度の啓発を目的とした動画制作の実績があり、カンヌライオンズ

など海外広告祭での受賞歴を多数もつ高島太士監督に本事業の動画制作を依頼。

高齢者の「世話をする」のではなく高齢者が「社会とつながる場を作る」ことが

「介護という仕事」というメッセージを込め、英訳版とともに国内外に発信した。
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2020年3月15日朝刊記事下5段広告

櫛田 啓 氏
社会福祉法人みねやま
福祉会宮津総合実習センターMa・RooTsセンター長
児童養護施設てらす峰夢施設長（社会福祉士）

学生時代の夢はプロサッカー選手。卒業後は仕事の
傍ら中学や高校でコーチも務めた。家族とのキャン
プが趣味で、場所は丹後の海が最高という。祖父が
創設した社会福祉法人みねやま福祉会を支えながら、
地元が元気になる新しい福祉のあり方を実践中。
（福祉業界での就職経験から介護に関心の高いサン
ドウィッチマン・伊達みきおさんによる応援メッ
セージ＊プロジェクトＷＥＢサイトに全文掲載）

（イ）広報媒体の作成、配信

Ⅰ.事業報告

マスメディア等／世代横断的に訴求可能な媒体を活用

１．新聞、雑誌

2020年2月27日朝刊記事下5段広告

馬場 拓也 氏
社会福祉法人愛川舜寿会常務理事

福祉・介護の仕事のイメージを変えるため、改革が進み、利用者とその家族・働く職
員・支える地域住民がイキイキとしている福祉・介護の仕事の現場、仕事の改革を通
して明るく元気な職場づくり、地域づくりをする実践者たちを取材し、福祉現場の取
組や魅力を広く発信した。また、介護に関心が高い著名人（木佐彩子さん、サンド
ウィッチマン・伊達みきおさん、戸塚純貴さん）を起用し、介護関心層以外へ広くア
プローチすることも意識した。

世界的に知られる有名アパレルブランドを退職し、
2010年から社会福祉法人愛川舜寿会2代目経営者
として、特別養護老人ホーム「ミノワホーム」と
障がいの有無によらずともに過ごすインクルーシ
ブ保育園「カミヤト凸凹保育園」を経営する。
（家庭環境から介護に関心の高い木佐彩子さんに
よる応援メッセージ＊プロジェクトＷＥＢサイト
に全文掲載）
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（イ）広報媒体の作成、配信

Ⅰ.事業報告

マスメディア等／世代横断的に訴求可能な媒体を活用

１．新聞、雑誌

2020年3月22日朝刊記事下5段広告

加藤 忠相 氏
株式会社あおいけあ代表取締役社長

東北福祉大学総合福祉学部卒業。大学卒業後に特
別養護老人ホームに就職するが、その現場に
ショックを受け退職。25歳のときに神奈川県藤沢
市で、老人介護施設を運営する（株）あおいけあ
を起業。趣味は、サックス。今も高校時代の吹奏
楽部OBと週に一度は演奏を楽しむ。
（「ケアニン」主演の戸塚純貴さんによる応援
メッセージ＊プロジェクトＷＥＢサイトに全文掲
載）

2020年3月31日朝刊事下5段広告

森田 健一 氏
社会福祉法人 合掌苑 マネージャー

特別養護老人ホームで宿直のアルバイトをしてい
るときに、利用者やスタッフの実情をみて、介護
業界を変えてみたいと現在の道へ。その思いもあ
り、合掌苑の働き方改革にも熱心だ。休みの日に
は肩こり解消にもなる趣味のドラムをたたくこと
もある。
（福祉業界での就職経験から福祉に関心の高いサ
ンドウィッチマン・伊達みきおさんによる応援
メッセージ＊プロジェクトＷＥＢサイトに全文掲
載）
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（イ）広報媒体の作成、配信

Ⅰ.事業報告

マスメディア等／世代横断的に訴求可能な媒体を活用

１．新聞、雑誌

若き実践者が語るアクティブシニアも活躍できる福祉・介護の現場

福祉・介護の仕事のリアルと魅力

福祉・介護の仕事について、現場の実践者たちに「アクティブシニアと福祉・介

護の仕事」をテーマに、アナウンサー木佐彩子さんがインタビュー。多角的な改

革、仕事のやりがい、アクティブシニアの経験が生きる事例など、アクティブシ

ニアに対して福祉・介護の仕事の魅力を発信した。

2020年3月24日
朝日新聞Reライフ面
15段広告

【新型コロナウイルス感
染拡大対策による一部事
業計画の変更】

新型コロナウイルス感染
拡大を防止するため、貴
省の自粛要請を受けて、
事業計画を当初の「セミ
ナー（一般来場者の招
待）」形式から「座談会
方式（無観客）」に一部
変更して実施した。
全国紙を用いて座談会の
様子を採録し、多くのア
クティブシニアに対して
情報発信した。
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（イ）広報媒体の作成、配信

Ⅰ.事業報告

マスメディア等／世代横断的に訴求可能な媒体を活用

１．新聞、雑誌

AERA3月30日号 タイアップ広告見開きカラー

福祉・介護の仕事のイメージを変えるため、改革が進み、利用者とその家族・働
く職員・支える地域住民がイキイキとしている福祉・介護の仕事の現場、仕事の
改革を通して明るく元気な職場づくり、地域づくりをする実践者たちを取材した。
（朝日新聞広告特集記事を雑誌体裁に合わせてリライトし掲載）

18



（イ）広報媒体の作成、配信

Ⅰ.事業報告

マスメディア等／世代横断的に訴求可能な媒体を活用

２．BS朝日

2020年2月22日（土）午後1：00～1：30
林先生が世の中のギモンを徹底解説『よくわかる！なっとく授業』
介護の仕事って何するの？

番組では、独自のアイデアや斬新な取り組みによって、利用者や介護職員のモチベーションを

上げることに成功した２つの施設を紹介。

建物を囲った壁を実際に壊して地域との一体化を図った施設、まるで我が家のように、利用者

自らが食事の用意をしたり、地元の子どもが集う施設。そんな創意工夫で近隣住民と介護施設の

垣根を取り払い、利用者の自立を促している施設を著名人の２人がレポート。明るく開放的な最

前線の介護施設の事例を紹介した。

スタジオで授業を繰り広げたのは番組ＭＣの林修先生と宮島咲良さん。自身の家庭環境から介

護に対する関心があり、知名度の高いはしのえみさん、実践者の馬場拓也さん（愛川舜寿会）も

参加し、「介護のしごとの魅力」を一般視聴者にもわかりやすく発信。既存の番組と出演者によ

る「介護の仕事の魅力」の発信で広く一般視聴者の介護の仕事に対する印象を変えるというコン

セプトで番組制作・放送を行った。
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（イ）広報媒体の作成、配信

Ⅰ.事業報告

２．BS朝日

外観（正面）外観

はしのリポーターと馬場拓也理事馬場拓也理事 インタビューの様子

ミノワ座ガーデン風景 はしのリポーター スタッフインタビュー

ケア風景 ケアコラボを入力するスタッフ

ケアコラボの写真撮影 ケアコラボ画面 20



（イ）広報媒体の作成、配信

Ⅰ.事業報告

２．BS朝日

｢グループホーム 結｣外観 ｢おたがいさんサテライトいどばた｣外観

｢おたがいさん｣外観 ｢おとなりさん｣外観

加藤忠相代表 インタビューの様子 宮島リポーターと子連れ勤務スタッフ

利用者による配膳 利用者による配膳（盛り付け）

ケア風景 21



（イ）広報媒体の作成、配信

Ⅰ.事業報告

２．BS朝日

番組の内容を全国紙で記事体広告として掲載し、ＢＳ番組視聴者以外にも「介護の

仕事」の事実を訴求するとともに、番組の告知を兼ねることで広くＢＳ番組の視聴

を促した。

2020年2月22日朝刊15段広告
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（イ）広報媒体の作成、配信

Ⅰ.事業報告

マスメディア等／世代横断的に訴求可能な媒体を活用

3．朝日中高生新聞

朝日中高生新聞３月８日 10段広告

朝日中高生新聞読者記者二人が、社会福祉施設 合掌苑の職員へ、介護を志した理

由、実際の仕事内容ややりがいなどをインタビュー。実際に訪問することで感じ

る、介護設備の充実や楽しそうに働く職員の様子などを通じて、人と関わる仕事

の素晴らしさを同世代の中高生へ伝えた。また、特集紙面をポスター化し全国の

中学校に納品。校内のポスターを通した教育現場での啓発活動にも取り組んだ。

取材後の感想

今回の取材はとても貴重な

体験でした。介護の現場を

知り、将来のことを考えて

いくうえで幅が広がりまし

た。人と関わる仕事の素晴

らしさを改めて感じました。

（静 優菜さん 中学2年）

介護の仕事については、大

変でお給料が安定していな

い、勝手なイメージを抱い

ていましたが、まったくの

誤解でした。施設の設備は

充実し、職員の方が楽しそ

うに話し、働く姿が印象的

でした。

（髙橋 汀さん 中学1年）
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（イ）広報媒体の作成、配信

Ⅰ.事業報告

３）中高生新聞
☞⑧実施内容、掲載成果

3．朝日中高生新聞

ポスター納品先中学校一覧①
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（イ）広報媒体の作成、配信

Ⅰ.事業報告

３）中高生新聞
☞⑧実施内容、掲載成果

3．朝日中高生新聞

ポスター納品先中学校一覧②
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（イ）広報媒体の作成、配信

Ⅰ.事業報告

３）中高生新聞
☞⑧実施内容、掲載成果

3．朝日中高生新聞

ポスター納品先中学校一覧③
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（イ）広報媒体の作成、配信

Ⅰ.事業報告

３）中高生新聞
☞⑧実施内容、掲載成果

3．朝日中高生新聞

ポスター納品先中学校一覧④
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（イ）広報媒体の作成、配信

Ⅰ.事業報告

３）中高生新聞
☞⑧実施内容、掲載成果

3．朝日中高生新聞

ポスター納品先中学校一覧⑤
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（ウ）広報のための情報発信プラットフォームの構築

Ⅰ.事業報告

かいごふくし.jp

情報発信プラットフォーム

国や地方公共団体の情報発信プ

ラットフォームとして開発。

朝日新聞デジタルをはじめとし

た朝日新聞グループメディアを

支える基盤「Potaufeu」を使っ

て構築している。

利用申請の届け出は全国から

524件が集まるほか、サイト下

部のTOPICS欄には26コンテン

ツを掲載。

弊社事業のみならず、Join for

Kaigoの「介護・福祉のオンラ

イン合同説明会2021」を掲載す

るなど、福祉や介護に関する情

報発信を広く行った。

次年度以降は他プロジェクトと

も連携し、幅広く福祉・介護の

情報を発信する「情報発信プ

ラットフォーム」とするととも

に、多彩なコンテンツを発信す

ることで「福祉・護のブラン

ディングサイト」を目指す。
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*事業効果の検証について
事業計画書に記載した到達目標、及び意識変容目標に対する成果

Ⅱ.成果報告

【到達目標】
クロスメディア広報（インターネット・SNS、新聞、テレビ、雑誌）で幅広い層に

到達を図る。計6,763万名目標

到達規模 延べ 約7,646万人

SNS関連アカウント フォロワー数

動画配信

朝日新聞 2/22 BS朝日「林修先生企画」 採録

2/27・3/31・3/22・3/31 KAI-Go!全4回連載

3/24 Reライフフェスティバル座談会

朝日中高生新聞 3/8

44,720,000

BS視聴可能世帯数

1.0%

平均視聴率
（2019年10～12月）

世帯平均人数

2.44人 ＝

AERA 3/30号

× ×

※3月に動員3,000名で予定していたReライフフェスティバル内のセミナーは、

新型コロナウイルス拡大防止を鑑みた貴省からの自粛要請を受けて中止。事

業計画の一部を変更し、登壇予定者の座談会を無観客にて実施、その様子を

新聞採録する内容に振り替えた。

BS朝日 2/22 13:00～13:30 で放送

※別途中学校1,000校に紙面ポスターを送付

媒体名 ユーザー数

telling, 18,957

4years. 18,647

WORKO! 28,194

&M 18,781

なかまぁる 18,961

Reライフ 23,174

プロジェクトサイト KAI-Go! 14,506

情報発信プラットホーム 6,205

合計 147,425

インターネット

新聞

TV

雑誌

実地・体験型イベント

119,083フォロワー

※twitter、facebook、instagramの総計。

別途各投稿を他5つのアカウントで相互投稿実施

281,075回再生
内訳：117,753回＋国際版163,322回

5,579,398部×平均閲読者数2.2人×6回＝73,648,054人

1,091,168人

52,959部×家庭内閲読者数2.3人＝121,805人

73,292部×回読人数14.4人＝1,055,405人
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*事業効果の検証について
事業計画書に記載した到達目標、及び意識変容目標に対する成果

Ⅱ.成果報告

【意識変容目標】
事業で「福祉・介護のしごと」に対する理解を促し、イメージ向上を図る。
（目標：非接触者と比較したイメージスコアの改善／向上）

ビデオリサーチ社が調査主体となり、全国18紙で共同運用している新聞広告の共

通調査プラットフォーム「J-MONITOR」調査を実施。

「福祉・介護のしごと」と聞いて想起されるイメージや「福祉・介護のしごと」

への興味・関心の有無、広告を見ての「介護の仕事」のイメージ変化やその後の

行動など態度変容について、6回の掲載中5回で聞いた。

2月22日掲載 3月24日掲載

3月31日掲載

（2月27日掲載のみ未調査）

3月22日掲載

3月15日掲載

新聞
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*事業効果の検証について
事業計画書に記載した到達目標、及び意識変容目標に対する成果

Ⅱ.成果報告

新聞

2月22日 3月15日 3月22日 3月24日 3月31日

回答数 217 215 211 225 228

体力的に重労働である 78.3 75.8 79.6 80.4 78.9 

待遇は十分とは言えない 72.4 74.0 73.0 72.0 75.9 

社会的重要性がある 70.0 70.7 70.1 69.8 78.9 

勤務が不規則である 53.9 50.2 48.3 46.7 50.9 

介護士やヘルパー以外にケアマネージャーやソーシャルワーカーなど様々な職種
が協働している

41.9 41.4 43.1 36.4 47.4 

専門性が高い 32.7 34.9 36.0 39.6 44.7 

高齢者福祉だけではなく、幅広い対象を支援する仕事である 30.9 28.8 22.3 21.3 29.8 

今後成長が見込まれる業界である 24.9 21.9 18.5 20.9 22.4 

専門的な資格がなくても携われる周辺業務と呼ばれる仕事がある 17.1 15.8 19.9 19.6 22.8 

その人らしい生活をおくるための「自立支援」が重要 16.1 21.9 22.7 19.6 26.8 

アクティブシニアの活躍が期待されている 10.6 10.7 11.8 10.2 14.9 

地域づくりや地域活性まで担う 8.8 12.1 11.4 13.8 14.0 

離職してからの復職や、地元での勤務など働き方の選択肢が多様である 7.8 6.5 8.1 9.3 9.2 

福祉・介護の仕事の知見が他業界でも活かせるようになる 5.1 10.7 7.6 4.4 3.9 

様々な分野とのコラボレーションが進んでいる 3.7 3.3 2.8 6.7 5.3 

提案力や構想力が活かせる 3.7 4.2 2.8 4.0 5.3 

勤務時間など柔軟な働き方ができる 2.8 4.2 1.4 3.1 3.9 

ＩＴを取り入れた試みが進んでいる 2.3 3.3 6.2 3.1 3.5 

美容やアートといった他業種連携がある 1.8 3.3 5.7 3.1 5.3 

キャリアアップを描くためのキャリアパス制度が進んでいる 1.8 2.3 1.9 - 2.2 

想起されるイメージ

Q あなたが「福祉・介護のしごと」と聞いて思い浮かぶイメージをすべてお選びください。

広告についての質問をする前に、言葉から想起されるイメージを聞いた。

半数以上が挙げたのは「社会的重要性がある」以外は「重労働」「不十分な待遇」「勤務

が不規則」といったマイナス面のものとなった。

2/22の初回掲載から3/31の期間中、6回の掲載があったが、「様々な職種が協働してい

る」「専門性が高い」「周辺業務という仕事がある」『「自立支援」が重要』「地域活性

を担う」という項目ではスコアの上昇傾向が見られ、連載を通して取材で取り上げた「福

祉・介護のしごと（の魅力）」の側面が認知された結果と考えられる。
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*事業効果の検証について
事業計画書に記載した到達目標、及び意識変容目標に対する成果

Ⅱ.成果報告

新聞

2月22日 3月15日 3月22日 3月24日 3月31日

回答数 217 215 211 225 228

待遇は十分とは言えない 50.7 44.2 42.7 35.6 42.1 

体力的に重労働である 42.4 33.5 38.9 28.4 32.5 

社会的重要性がある 35.5 33.5 29.9 26.7 37.7 

今後成長が見込まれる業界である 24.4 17.2 16.1 16.9 21.5 

勤務が不規則である 23.5 20.9 19.9 15.6 18.9 

介護士やヘルパー以外にケアマネージャーやソーシャルワーカーなど様々な職種が
協働している

23.0 15.8 18.5 15.6 18.0 

その人らしい生活をおくるための「自立支援」が重要 21.2 19.1 15.2 14.2 21.1 

高齢者福祉だけではなく、幅広い対象を支援する仕事である 18.9 14.4 19.0 12.0 19.3 

アクティブシニアの活躍が期待されている 16.6 11.2 12.3 10.7 10.5 

専門的な資格がなくても携われる周辺業務と呼ばれる仕事がある 14.3 10.2 10.4 9.8 12.7 

福祉・介護の仕事の知見が他業界でも活かせるようになる 14.3 8.8 10.9 7.6 8.3 

専門性が高い 13.8 12.6 12.8 13.3 13.6 

地域づくりや地域活性まで担う 13.8 12.1 13.3 11.1 13.2 

勤務時間など柔軟な働き方ができる 12.0 10.2 9.0 9.3 12.3 

離職してからの復職や、地元での勤務など働き方の選択肢が多様である 11.1 7.9 10.9 9.3 11.8 

様々な分野とのコラボレーションが進んでいる 11.1 11.2 8.1 8.4 10.1 

ＩＴを取り入れた試みが進んでいる 11.1 8.8 10.4 8.9 10.5 

キャリアアップを描くためのキャリアパス制度が進んでいる 8.8 7.4 6.6 4.9 5.7 

提案力や構想力が活かせる 8.3 8.4 8.5 8.0 8.8 

美容やアートといった他業種連携がある 7.4 7.0 9.0 6.7 10.1 

興味・関心

Q あなたは「福祉・介護のしごと」にかかわる下記項目にどの程度興味・関心をお持ちですか。

想起するイメージに続いて、「福祉・介護の仕事」の中で興味・関心をもつ項目について

尋ねた。明確に「関心がある」との回答を見ると、イメージの順と異なり、「今後成長が

見込まれる」点が上位となった。

一方、「高い専門性」についてはすでに認識されているからか、相対的に下位であった。

興味・関心を持つ項目ついては6回の掲載期間中、数字の上下があり、一定の傾向は示せな

かった。
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*事業効果の検証について
事業計画書に記載した到達目標、及び意識変容目標に対する成果

Ⅱ.成果報告

新聞

2月22日 3月15日 3月22日 3月24日 3月31日

回答数 216 214 204 222 224

良くなった計（良くなった＋やや） 39.8 41.1 37.3 41.4 43.3 

態度変容：イメージ

Q あなたは、この広告をご覧になって「介護の仕事」に対するイメージに変化はありましたか。

選択肢は 良くなった・やや良くなった・変わらない（良いまま）・変わらない（よくないまま）・あ

まり良くならなかった・良くならなかった

なお、今回福祉・介護の実践者に加え、林修氏、木佐彩子氏といった著名人を各回の紙面

に登壇いただいた。

3/31紙面に登壇したサンドイッチマン伊達みきお氏について聞いたところ、「好印象だっ

た」63.8%、「コメントに注目した」62.5%、「企画がしっかり構築されていると感じ

た」47.3%と高い評価が得られ、著名人を活用した施策も寄与したと思われる。

広告接触後に「介護の仕事」に対するイメージ変容を聞いたところ、全般にわたり、4割の

読者が良化した、と答えた。

態度変容：意識変容と行動

Q この広告をご覧になって、あてはまるものをすべてお選びください。

2月22日 3月15日 3月22日 3月24日 3月31日

回答数 216 214 204 222 224

あらためて福祉・介護の仕事に注目した 36.6 33.6 37.7 31.1 29.5 

福祉・介護の仕事の理解が深まった 30.1 25.7 20.6 29.3 29.9 

話題にしたい・誰かに話したい 6.0 3.3 6.4 5.0 8.0 

福祉・介護の仕事についてインターネットで調べてみたい、問い合わせをしてみた
い

2.3 4.2 4.9 3.2 1.3 

福祉・介護の仕事を支援したい 9.3 4.7 6.4 8.6 16.1 

福祉・介護の職場研修などに参加してみたい - 1.9 1.0 0.5 2.2 

福祉・介護を仕事の選択肢として考えるようになった 3.7 1.4 2.0 2.7 2.2 

「あたらめて注目した」「理解が深まった」といった意識の変容では3割前後の回答が寄せ

られた。

より具体的な行動に結び付く「話したい」「研修などに参加してみたい」といった態度変

容についても少ないながら回答を得ることができ、イメージ訴求だけでなく、行動を促す

効果があったと言える。
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*事業効果の検証について
事業計画書に記載した到達目標、及び意識変容目標に対する成果

Ⅱ.成果報告

新聞

世代別の自由回答

■読み応えがあり、情報に富んで、新しい発見に満ちて、参考になる広告である。特に、

日本の高齢者介護は、世界最先端のレベルにあるとのコメントに共感し、認識を新たにす

る。熾烈な争いもない業界との指摘も示唆に富んで、魅力的に映る。（男性）

■どうしても、きつい・給料が低いイメージがある業界なため、払拭するために年間休日

数や平均給与・平均勤続年数・離職率などリアルな数字を知りたい。また、資格などの

キャリアアップで給与面や生活においてどのような変化があるか知りたい。 （男性）

■介護の話は身近な事で感じるのですが 中々自身が本気に感じられなかったですが こ

の広告は良いきっかけになりました。（男性）

■大学で、主に児童福祉の勉強をしていたので、他分野の事も大体知っていると思ってい

ましたが、当時よりも色々な形で進化していってるなと感じました。（女性）

■日本の介護が世界から見て最先端を行っていて、若い世代がたくさん活躍していること

に驚いた。（女性）

29歳以下

30代

■私が想像していた介護より、新しい考え方や熱い信念によって変わってきていて事に大

変驚きました。（男性）

■今祖父母の介護をしていて悩むことが多い中、この記事を読んで非常に為になった。一

緒に介護している家族と話題にして、これからのことについて考えていきたいと思う。よ

い機会になった。他に介護の世界で活躍している人たちの話をもっと聞きたいと思った。

（男性）

■福祉、介護をとりまく環境について知ることができ、理解が深まって、今後の生活に生

かしていけそうだと感じる。（男性）

■介護への理解が深まりました。リアルな声はもっと大きくアピールしていくべきだと思

います。読みやすくわかりやすかったです。（女性）

■若き実践者としての意見だったので、興味深く読んだ。個人的にはマイナスのイメージ

がある職種だが、無くてはならない大事な職種だと改めて感じた。（女性）

■シフトについての従業員の考え、離職率や採用率について気に懸かる。他業種との関連

について詳しく知りたい。間接的な関わりなら自分も役に立てるような気がする。（女

性） 35



*事業効果の検証について
事業計画書に記載した到達目標、及び意識変容目標に対する成果

Ⅱ.成果報告

新聞

40代

50代

■林先生の特別授業は、質問に回答する形式になっており、わかりやすい。（男性）

■色々なアイデアにより介護の現場での仕事が変わってきていることを知り、この先の介

護の仕事が変わるような気がしました。（男性）

■介護の仕事というと、どうしてもマイナスの面の報道ばかりのような気がするが、この

ような前向きな施設もあるのだと嬉しい気持ちになった。（男性）

■介護の仕事、家族で介護が必要な場合、身近な職種であるにも関わらず、詳細を知ろう

とする機会が非常に少なく、ネガティブなイメージしか持たない為、このような広告は関

心を惹くには最適だし、違う観点から介護という職業を見つめることが出来る、有意義な

広告だと言えましょう。（男性）

■年齢的にも関心ある内容でした。介護の人手不足は知人からも聞いていましたが、シニ

ア世代に期待が高まっているということ、IT化のことなど、インタビュー式で読みやすか

やすかったです。（女性）

■身近な話題だったので興味をもって読んだ。福祉・介護というとどうしてもマイナスイ

メージがあったが（どうしてもそういう事例のほうが目にすることが多い気がする）、新

しい取り組みを知ることができてよかった。（女性）

■介護に関して、既成観念を覆す内容だと思いました。（男性）

■高齢化社会にしては介護職がまだまだ適正な社会評価を得ていないと思う。なぜなのか

勉強したいと思っているところ。（男性）

■身近な問題でもある介護について、あまり明るいイメージが持てないでいたのですが、

生き生きとした介護現場が分かる紙面広告だと思いました。（女性）

■今後誰もが直面する介護業について、斬新なビジネスかつ持続性を感じました。人手不

足を解消すべく、幸せな介護のため、もっと活発にこの業界の議論が新聞に載ると良いと

思います。（女性）

■介護職はきついと思っていましたので、子育て真っ最中の私にとっては身近ではありま

せんでしたが、働き方が変わってきているということを知り、将来のオプションの一つに

しても良いかなと思いました。（女性）
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*事業効果の検証について
事業計画書に記載した到達目標、及び意識変容目標に対する成果

Ⅱ.成果報告

新聞

■介護の仕事は実際に見て、本当に大変だと思う。若い人々がこの仕事に関心を持っても

らえるか危惧している。このような広告を通して理解を深めてもらいたいとともに、一方

でこれら介護の仕事に携わる人の待遇をアップしてもらいたい。（男性）

■見やすく分かりやすく、しかも、内容が充実していて、すばらしい広告だと思う。こう

いう取り組み、実践が増えるといいですね。介護の仕事に対する意識も変わってきました。

今後は、賃金がカギですね。（男性）

■介護関係に従事しようかと思いました。人生にとっても非常に大切なことになります。

（男性）

■林先生の解説は大変わかりやすく好感が持てます。私は家から近くの特養に月1回ですが

早朝にシーツ交換のボランティアを30年続けております。近所の友人とペアになり、負担

にならないよう、細く長く携わってきました。70歳をすぎてこれからまだ元気なうちは継

続したいと思いますが先行きどうなるかわからない現状です（女性）

■福祉、介護のお仕事は大変でつらいというイメージが強いが、このような広告で将来性

のある大切な職種であるということを多くの人が知る事ができてよいと思う。（女性）

■介護、福祉の仕事についてのイメージが少し変わった。 人の役に立つやりがいのある仕

事の魅力は理解できるが、そこに頼らず仕事としてそれなりの評価や収入等がついていか

ないと広がらないと思う。（女性）

■福祉・介護の資格を持っていなくても 年齢が若くなくても 役立つことが良くわかり

ました。これから自分には関係ないと思っていた人たちが、介護の世界にも少し目を向け

てくれる記事でとても良かったと思います。（女性）

60代
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*事業効果の検証について
事業計画書に記載した到達目標、及び意識変容目標に対する成果

Ⅱ.成果報告

楽天インサイトのモニターを対象にインターネット調査を実施。

6つの媒体で展開したタイアップページの接触者、非接触者にそれぞれ分け（サンプル数はそ

れぞれ232名）、広告効果を比較検証することで、広告接触による認知・理解、興味・関心、

行動意欲の変化の可視化を試みた。

②キャンペーン掲出後、接触者と非接触者

に対して調査を実施

③各タイアップページ接触

者と非接触者とのスコア差

からユーザーの態度変容を

可視化

①楽天インサイトモ

ニターの中からキャ

ンペーン接触者を抽

出するため、事前に

各タイアップページ

に計測タグを設置

調査項目
・福祉・介護のしごとと聞いて思い浮かぶイメージ
・福祉・介護のしごとに関わる項目への興味・関心
・広告への評価
・閲覧後の態度変容

インターネット
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*事業効果の検証について
事業計画書に記載した到達目標、及び意識変容目標に対する成果

Ⅱ.成果報告

広告接触者 広告非接触者

回答数 232 232

体力的に重労働である 72.0 80.6

待遇は十分とは言えない 71.1 65.1

社会的重要性がある 64.7 56.0

勤務が不規則である 51.7 52.6

介護士やヘルパー以外にケアマネージャーやソーシャルワーカーなど様々な職種が協働している 48.3 34.5

専門性が高い 39.2 32.3

高齢者福祉だけではなく、幅広い対象を支援する仕事である 36.2 25.9

その人らしい生活をおくるための「自立支援」が重要 27.6 16.4

今後成長が見込まれる業界である 18.5 20.7

専門的な資格がなくても携われる周辺業務と呼ばれる仕事がある 18.1 12.1

離職してからの復職や、地元での勤務など働き方の選択肢が多様である 15.9 9.5

福祉・介護の仕事の知見が他業界でも活かせるようになる 9.5 7.8

アクティブシニアの活躍が期待されている 8.6 10.7 

様々な分野とのコラボレーションが進んでいる 7.3 3.0

勤務時間など柔軟な働き方ができる 6.9 3.4

地域づくりや地域活性まで担う 5.6 9.1

提案力や構想力が活かせる 5.2 2.6

ＩＴを取り入れた試みが進んでいる 4.7 0.9

美容やアートといった他業種連携がある 3.9 1.3

キャリアアップを描くためのキャリアパス制度が進んでいる 2.2 0.9

想起されるイメージ

Q あなたが「福祉・介護のしごと」と聞いて思い浮かぶイメージをすべてお選びください。

タイアップ広告接触者と非接触者とでは全体的に接触者の方が良いイメージを浮かべてい

る。特に「様々な職種が協働している」「幅広い対象を支援する仕事」「『自立支援』が

必要」の3項目では10pt以上接触者が高いスコアとなっており、コンテンツ接触による

「介護の仕事（の魅力）」の側面が認知された効果と考えられる。

インターネット
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*事業効果の検証について
事業計画書に記載した到達目標、及び意識変容目標に対する成果

Ⅱ.成果報告

興味・関心についてもタイアップ広告接触者と非接触者とでは全体的に接触者の方が高い

興味・関心を持っていると答え、インターネットでの展開の効果を見ることができた。

特に「待遇は十分とは言えない」「様々な職種が協働している」の項目で10pt以上の差分

があった。

なお、広告接触者であっても、全体のスコアは新聞での調査より低く出ている。

インターネット

興味・関心

Q あなたは「福祉・介護のしごと」にかかわる下記項目にどの程度興味・関心をお持ちですか。

広告接触者 広告非接触者

回答数 232 232

待遇は十分とは言えない 31.0 18.5

体力的に重労働である 23.7 14.2

社会的重要性がある 21.1 13.4

その人らしい生活をおくるための「自立支援」が重要 18.5 10.3

介護士やヘルパー以外にケアマネージャーやソーシャルワーカーなど様々な職種が協働している 15.9 5.2

高齢者福祉だけではなく、幅広い対象を支援する仕事である 15.9 8.2

専門性が高い 15.1 6.0

今後成長が見込まれる業界である 14.7 9.5

離職してからの復職や、地元での勤務など働き方の選択肢が多様である 13.8 4.3

地域づくりや地域活性まで担う 13.4 7.3

専門的な資格がなくても携われる周辺業務と呼ばれる仕事がある 11.6 3.4

福祉・介護の仕事の知見が他業界でも活かせるようになる 10.8 4.3

勤務が不規則である 10.3 6.0

勤務時間など柔軟な働き方ができる 10.3 6.0

アクティブシニアの活躍が期待されている 9.9 2.6

ＩＴを取り入れた試みが進んでいる 9.5 3.9

提案力や構想力が活かせる 9.1 4.7

キャリアアップを描くためのキャリアパス制度が進んでいる 8.2 3.0

様々な分野とのコラボレーションが進んでいる 7.8 6.0

美容やアートといった他業種連携がある 7.8 4.3
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*事業効果の検証について
事業計画書に記載した到達目標、及び意識変容目標に対する成果

Ⅱ.成果報告

「理解が深まった」という項目で接触者と非接触者で大きな差分が確認でき、インター

ネット展開が理解増進を促したと言える。

「調べてみたい」「話したい」「研修などに参加してみたい」といった態度変容について

は新聞での調査よりスコアが高い傾向にある。

これは一定の興味を持ち、誘導枠をクリックして各サイトを訪問している前提があるから

と考えられる。

インターネット

態度変容：意識変容と行動

Q この広告をご覧になって、あてはまるものをすべてお選びください。

広告接触者 広告非接触者

回答数 232 232

あらためて福祉・介護の仕事に注目した 22.0 18.5

福祉・介護の仕事の理解が深まった 30.2 19.8

話題にしたい・誰かに話したい 9.1 7.3

福祉・介護の仕事についてインターネットで調べてみたい、問い合わせをしてみたい 5.2 3.9

福祉・介護の仕事を支援したい 12.9 10.3

福祉・介護の職場研修などに参加してみたい 5.6 3.0

福祉・介護を仕事の選択肢として考えるようになった 4.3 4.7

広告接触者 広告非接触者

回答数 232 232

自分自身が関わっている 22.4 7.8

関わっている家族がいる 10.8 5.6

関わっている知人がいる 25.4 17.2

仕事としてではないが、家族を介護している 8.2 6.5

特に関わりはない 41.8 66.8

自然とターゲティングができるインターネットメディアの特性もあり、各タイアップペー

ジ訪問者にはそもそも「介護・福祉のしごと」と関与度の高い方が多く含まれていた。

コンテンツを通じて、イメージ向上や興味・関心喚起が行えたことが非接触者との差分で

も確認でき、インターネットの一連の展開は、結果として「問い合わせや研修への参加」

といった態度変容にも繋がったと見ることができる。

参考までに、属性についての質問で福祉・介護との関わりを聞くと、広告接触者では6割が「介

護・福祉の仕事と何らか関わりがある」と答えていた。

Q あなた自身やあなたの周りで介護福祉士やヘルパー、ソーシャルワーカーなど、介護・福祉

の仕事に関わっている方はいますか。
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